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１． はじめに

臨海部の道路において、越波による通行止めや、打

上げられた越波水塊による乗用車のフロントガラス破

損といった事例が報告されている１）。このような被害

を低減するために、護岸の沖側に消波ブロック（図－

１）を設置する方法が採られていることが多いが、景

観の面からは必ずしも好ましいとは言えない。

本報告は、設置水深 0m 近傍の道路護岸を対象に、

消波ブロックによらない新しい越波対策方法を提案す

るものである。

２． 本護岸の特徴

２－１．越波阻止機能

本護岸は、図－２に示すように堤体上部を海側に大

きく迫り出す形状をしており、この円弧形状で波を強

制的に沖側に返すことによって越波流量を低減できる

特徴を有している２）。図－３の各護岸モデルを用いた

水理実験３）の様子から、水塊打上げ高さの低減効果

は消波ブロック被覆護岸と同等であることが分かる。

２－２．消波ブロック被覆護岸にはない機能

図－２（ｂ）に示すように、常時は堤体上部を公園・

歩道・駐車帯など多目的に利用できる。海側に道路を

拡幅することも可能である。

また、前面水域の消失を少なくして親水性領域を確

保できる。

さらに、景観性にも優れた越波対策用護岸である。

図－１　消波ブロック被覆護岸

（ａ）異常時

（ｂ）常時

図－２　新形式護岸

　　　　　　　　直立護岸　　　　　　　　　　　新形式護岸　　　　　　　　　　消波ブロック被覆護岸

図－３　波の打上げ状況
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図―４　概略施工手順

３． 本護岸の施工方法

施工に当たっては、種々の方法が考えられるが、ここでは、陸上施工、現地工期短縮が可能な施工法につ

いて検討した。鋼・コンクリートのハイブリッド構造の特徴を生かし、断面を分割・軽量化し、プレファブ

製作することにより、現地工事の簡略化を図っている。図－４に、概略施工手順を示す。

① 分割されたブロックを工場製作する。表面のコンクリートも大部分工場で施工する。

② 基礎工事（捨てコンクリートまたは捨石）をした上に、陸上輸送された底版ブロックを設置し、内部

にコンクリート打設を行う。

③ 上部ブロックを接合する。

④ 砕石を投入し、蓋コンを設置する。場合により、根固ブロックの敷設、洗掘防止工を行う。

本工事において、使用クレーンは 10～25t クラスであり、10t 消波ブロックの設置時に必要な最大 120t

クラスのクレーンに対し、交通規制範囲の抑制が可能となる。また、海側作業の低減による工事の安全性確

保の面でも優れた工法である。

４． 今後の課題

　今後、各ブロック間の止水・既設護岸との取り合い・設置水深に対応した施工方法などについて、検討が

必要である。
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